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3次救急病院における頭蓋内腫瘍患者の実態調査

武蔵野赤十字病院

所属　脳神経外科　　氏名　　中野　智行

（西暦）　2023年　7月　～　（西暦）　2024年　3月

本邦において、年間約30,000人が頭蓋内腫瘍を罹患する。悪性脳腫瘍は
難治性で、予後が悪く、生命を脅かす疾患である。一方、良性の脳腫瘍
であったとしても、腫瘍の局在によっては神経症状を呈し、生活の質を
大きく損なう可能性がある。治療介入に際しては、早期発見も重要であ
るが、発見後早期の治療介入が患者の予後に関わる当施設における脳腫
瘍患者の実態を調査することにより、多摩地区における脳腫瘍の治療実
態を分析できる。本研究により発見から治療に至るプロセスの実態を分
析することで、問題点を明るみにし、より早期の発見・治療介入への一
助となると考えられる。

頭蓋内腫瘍の症例を後方視的に調査する。下記の条件を満たす症例を調
査対象とする。
1)頭部CTまたはMRIにおいて、頭蓋内腫瘍を認めた患者。
2)2018年1月1日から2022年12月31日までに当施設脳神経外科に入院し、
初めて治療（手術、放射線治療等）を行った患者（2017年12月31日以前
に診断されていた患者も含む）。
3)積極的治療介入（手術、放射線治療等）が行われなくとも、2018年1
月1日から2022年12月31日までに頭蓋内腫瘍と診断され、当施設脳神経
外科に入院した患者。

調査内容は年齢、性別、診断日、当施設脳神経外科紹介日、入院日、治
療介入日、退院日、再発日、最終生存確認日、当施設脳神経外科受診経
緯、診断時の症状、頭蓋内腫瘍の部位、病変数、治療介入の内容、頭蓋
内腫瘍の病理診断、入院時・退院時のKPS(Karnofsky Performance
Status)、転帰である。




